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昭
和
三
十
五
年
度
の
施
政
方
針
並
び
に
一
カ
年
の
市
の
台
所
を
ま
か
な
う
予
算
を
き
め
る
矛
一

回
高
萩
市
歳
会
定
例
会
は
三
月
十
二
日
か
ら
開
か
れ
、
新
年
度
予
算
二
億
二
千
七
十
八
万
一
千
円

（
前
年
度
当
初
予
算
二
億
二
千
五
百
七
十
六
万
二
千
八
百
七
十
円
に
対
し
四
百
九
十
八
万
一
千
八

百
七
十
円
の
減
）
に
お
よ
ぶ
才
入
、
才
出
の
細
目
に
わ
た
り
熱
心
な
審
議
を
行
い
三
月
二
十
一
日

可
決
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
予
算
市
議
会
に
お
い
て
市
長
は
施
政
方
針
と
と
も
に
、
細
部
に
わ
た
っ
て
説
明
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
に
も
と
づ
き
今
年
度
の
予
算
に
も
ら
れ
て
い
る
主
な
行
事
と
方
針
に
焦
点
を
あ
わ

せ
今
年
一
ヵ
年
の
市
政
の
動
き
と
方
向
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

昭
和
三
十
五
年
度
予
算
決
る

設

唖

独

容

窃

詳

理 癖

新
設
中
学
校
建
築
な
ど

蕊
羅
蕊
…
》

§

鴬

本
市
は
誕
生
以
来
新
市

建
設
計
画
の
線
に
そ
っ
て

市
政
発
展
の
各
社
の
事
業

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
昭
和
三
十
五
年
度
に

長
お
い
て
も
、
教
育
振
與
建

。
Ｊ荒
設
事
業
の
推
進
、
新
農
村

Ｉ
｝
小
叩安
振
興
事
業
に
年
次
計
画
を

諾
た
て
、
こ
れ
に
新
市
建
設

棚
の
基
本
計
画
を
尊
重
し
て

計算
こ
れ
ら
を
実
施
に
移
す
た

寺
め
、

半
、
０

″

吋釦
新
設
中
学
校
の
建
設

立針
道
路
の
改
良
、
舗
装

唖
市
営
住
宅
の
建
設

施
失
業
対
策
事
業

新
農
村
振
興
事
業

土
地
改
良
事
業

消
防
施
設
事
業

な
ど
に
重
点
を
お
い
て
進

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
と
ば
、
ま
こ
と
に
残
念
で
す

が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
全
般
的

な
均
衡
を
く
ず
す
こ
と
な
く
、

重
点
的
に
事
業
を
計
画
し
た
結

果
に
よ
る
も
の
で
す
。

市
で
も
本
予
算
の
執
行
に
当

っ
て
は
吃
員
と
と
も
に
公
正
妥

当
な
施
行
を
期
す
べ
く
、
あ
わ

こ
れ
ら
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、

そ
の
必
要
経
費
を

ま
か
な
う
財
源
の

確
実
な
裏
付
が
必

要
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
れ

が
財
源
確
保
に
つ

き
ま
し
て
は
極
め

て
慎
重
な
検
討
と

調
査
が
行
わ
れ
健

全
財
政
の
確
保
に

充
分
留
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

三
十
五
年
度
の

一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
の
合
計
額

は
二
億
四
千
三
百

十
万
五
千
七
百
六

十
八
Ｈ
と
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
財

政
規
模
・
を
も
っ
て

し
て
も
、
な
お
い

く
た
の
油
し
得
な

い
諸
事
業
が
、
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す

昭和年度 当初予算会計別集 計表 (前年度対比）
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4,981,870円計 220,781,000円’ 225,762,870円△
室 円

3,”0,768

せ
て
行
政
の
改
善
に
よ
っ
て
消

費
的
経
徴
の
節
減
に
つ
と
め
、

予
算
の
効
率
的
使
用
と
相
ま
っ

て
行
政
水
準
の
向
上
と
住
民
福

祉
の
向
上
に
つ
と
め
る
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
す
。

以
下
才
入
才
出
に
つ
い
て
説

明
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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０
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才
入
総
額
の
三
七
、
四
％
を

し
め
る
市
税
は
、
前
年
度
当
初

に
比
べ
四
百
八
十
八
万
八
千
七

百
円
が
増
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
皆
さ
ん
か
ら
直

接
納
め
て
い
た
だ
く
市
民
税
が

一
千
七
万
四
千
五
百
円
、
固
定

資
産
税
、
四
千
七
百
五
十
五
万

一
千
五
百
円
、
軽
自
動
車
税
そ

の
他
、
七
百
八
十
四
万
四
千
五

百
円
。ま
た
間
接
に
納
め
て
い
た
だ

く
電
気
ガ
ス
税
、
七
百
八
十
万

た
ば
こ
消
費
税
、
九
百
二
十
二

雑收島入ク･ｦ粥
－

；
１
１ 歳入

市
税
は
全
体
の

三
七
・
四
％
て
す

万
円
で
合
計
八
千
二
百
四
十
九

万
五
百
円
で
す
。

次
に
、
地
方
交
付
税
で
す
が

こ
・
の
税
金
ほ
、
地
方
公
共
団
体

の
財
政
上
の
不
均
衡
を
直
す
た

め
に
、
国
が
国
税
の
中
か
ら
一

定
の
割
合
を
地
方
公
共
団
体
の

行
政
費
の
足
り
な
い
分
の
穴
埋

と
し
て
交
付
す
る
も
の
で
す
。

前
年
度
よ
り
二
十
一
万
六
千

円
多
い
二
千
七
百
六
十
六
万
円

を
見
込
ん
で
。
お
り
ま
す
。

次
は
国
庫
支
出
金
で
す

六
千
八
百
五
十
二
万
三
千
二
百

右”

使用料数入'‘手鐘米斗'f”，

十
円
で
前
年
度
よ
り
四
百
四
十

一
万
二
千
一
百
五
十
円
と
大
幅

の
増
額
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す

そ
の
主
な
る
も
の
と
し
て
は

生
活
に
困
る
人
た
ち
を
援
助
す

る
費
用
に
あ
て
る
も
の
と
し
て

三
千
三
百
四
十
四
万
二
百
五
十

円
、
失
業
対
雛
事
業
に
対
す
る

補
助
金
一
千
四
百
三
十
五
万
六

千
八
百
円
、
学
校
を
建
て
る
た

め
の
補
助
金
、
一
千
一
百
九
十

一
万
六
千
三
百
円
な
ど
で
才
入

予
算
に
対
す
る
割
合
は
三
一
％

で
す
。学
校
建
設
や
市
営
住
宅
建
築

に
要
す
る
費
用
は
、
国
か
ら
の

補
助
金
や
市
の
一
般
財
源
で
は

ど
う
し
て
も
賄
え
ま
せ
ん
の
で

国
か
ら
お
金
を
借
り
る
と
い
う

◇
議
会
微
市
政
運
営
上
、

重
要
な
こ
と
が
ら
を
決
る
市
議

会
の
予
算
は
、
前
生
‐
度
よ
り
や

や
少
な
い
五
百
六
十
万
八
千
五

百
Ｈ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◇
巾
役
所
費
市
の
事
務
を

行
う
た
め
に
必
要
な
経
費
は
ほ

と
ん
ど
こ
の
科
目
か
ら
支
出
さ

れ
ま
す
。

そ
の
中
で
大
き
な
も
の
は
、

転
員
の
船
料
と
諸
手
当
で
、
二

で
は
こ
の
金
は
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
、
科
目

別
に
川
を
辿
っ
て
説
明
し
ま
し

上

』

７

…
》

新
設
中
學
校
な
ど

事
業
費
総
額
七
千
余
万
円

こ
と
に
な
り
ま
す
、
こ
の
額
が

学
校
建
設
で
一
千
四
百
万
円
、

市
営
住
宅
で
二
百
万
円
、
そ
の

ほ
か
の
起
債
を
合
せ
る
と
一
千

七
百
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
市
有
地
や
立
木
の

売
払
で
一
千
一
百
九
十
七
万
九

千
六
百
二
十
円
、
市
営
住
宅
や

火
葬
場
の
使
用
料
、
戸
籍
や
各

種
証
明
の
手
数
料
、
市
税
の
督

促
手
数
料
な
ど
で
三
百
七
十
四

万
二
千
三
百
円
、
保
育
所
保
謹

者
負
担
金
な
ど
三
十
三
万
八
千

四
百
八
十
円
、
県
支
出
金
、
四

百
三
十
五
万
三
千
三
百
三
十
円

寄
附
金
、
一
百
五
十
九
万
四
千

円
、
繰
越
金
一
百
十
万
円
、
雑

収
入
、
一
百
九
十
九
万
九
千
四

百
三
十
円
な
ど
が
才
入
予
算
の

あ
ら
ま
し
で
す
。

千
一
百
七
十
八
万
五
千
七
百
門

で
す
。そ
の
ほ
か
、
物
件
費
な
ど
を

加
え
ま
す
と
前
年
よ
り
一
百
六

十
七
万
四
千
一
百
二
十
円
多
い

三
千
一
百
二
十
円
万
五
千
八
百

六
十
円
で
す
。

消
防
車
を
購
入

◇
消
防
費
例
年
必
要
な
団

員
の
報
酬
、
機
械
器
具
の
維
持

費
な
ど
の
ほ
か
、
本
年
度
は
消

防
自
動
巾
一
台
、
可
搬
動
力
ポ

ン
プ
二
言
、
ホ
ー
ス
。
を
購
入
し

機
動
力
を
充
実
を
図
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
、
こ
の
予
算
が
五

百
五
万
四
千
一
百
五
十
円
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

市
営
住
宅
鋤
戸
建
設

◇
土
木
微
迫
路
の
悪
い
と

こ
ろ
を
直
し
た
り
、
橘
を
架
け

緋
え
た
り
す
る
賀
川
が
四
百
六

十
万
門
、
水
路
の
袖
修
徴
川
五

十
二
万
三
千
円
、
市
営
住
宅
建

設
の
費
川
九
百
三
十
二
万
一
千

八
百
五
十
円
、
そ
の
ほ
か
諸
費

用
を
合
せ
て
一
千
七
百
四
十
六

万
六
千
七
百
七
十
門
が
今
年
の

予
算
で
す
。

教
育
施
設
の
充
実

◇
教
育
費
才
出
予
算
の
う

ち
で
、
社
会
労
仇
施
設
費
に
つ

く
大
き
な
科
目
が
教
育
費
で
す

本
年
度
四
千
六
百
九
十
五
万

三
千
五
百
三
十
円
で
す
が
、
こ

れ
は
予
算
総
額
の
二
一
、
三
％

興
一
》
一 儲

に
当
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
投
資
的
事
に
使
わ

れ
る
経
喪
が
二
千
七
百
三
十
五

万
六
千
九
百
五
十
Ｈ
計
上
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

内
訳
は
、
新
設
中
学
校
に
要

す
る
我
川
と
し
て
二
千
六
百
五

十
八
万
四
千
四
百
円
、
幼
稚
園

の
営
繕
費
五
千
門
百
五
十
Ｈ
、

小
学
校
営
繕
費
四
十
六
万
八
千

五
百
九
十
円
、
中
学
校
の
営
繕

費
十
六
万
一
千
五
百
十
円
、
公

民
館
の
費
用
と
し
て
十
三
蕊
七

千
円
、
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
、
一
般
的
な
教
育
行

政
費
と
し
て
使
わ
れ
る
予
算
は

事
業
費
を
除
い
た
一
千
九
百
五

十
九
萬
六
千
五
百
八
十
Ｈ
に
な

る
わ
け
で
す
。
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一般会計 (才入）
◇
社
会
労
仇
施
設
徴
才
出

予
算
中
も
つ
と
も
大
き
な
科
目

が
社
労
費
で
す
。

大
き
な
も
の
と
し
て
は
生
活

保
護
費
で
す
、
生
活
に
困
る
方

や
病
気
の
方
で
、
医
薬
料
の
支

払
に
困
っ
て
い
る
方
な
ど
を
援

助
す
る
た
め
の
費
用
と
し
て
、

四
千
二
百
五
十
七
蕊
六
千
三
百

十
円
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す

ほ
か
に
失
業
対
策
事
業
費
に

二
千
四
百
四
蕊
九
千
五
百
七
十

四
円
な
ど
社
会
福
祉
の
た
め
の

経
費
が
計
上
さ
れ
て
お
り
総
額

七
千
四
百
十
四
萬
六
千
一
百
六

款｜ 科 目 ｜ 李費農
皇品令

月|j
云季

~]ア

年度
算額

77,601,帥0

鷲 ｜％△

比
増

生
活
保
護
費
四
千
二
百
万
円

82,490,500１
’
２

1 4,888,7()0 37,4市 税

2地方交付税

臨時地方財政3
特別交付金

27,66{),00｡’ ”50,0000 ”60,000画
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6 1箪用鴬及蔦’ 3'42,3,01 ,,3",‘'0 3",69, 十
円
で
才
出
予
算
の
三
三
、
六

％
で
す
。

◇
保
健
衛
生
費
市
民
の
健

康
管
理
や
衛
生
行
政
に
必
要
な

経
費
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
予

算
額
は
二
百
五
十
一
萬
七
千
三

百
二
十
円
で
す
。

農
道
、
水
路
な
ど

事
業
費
三
百
七
十

余
万
円

◇
産
業
経
済
費
こ
こ
に
は

農
事
振
興
、
商
工
業
振
興
の
費

用
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

主
な
る
も
の
は
農
業
用
水
路
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９
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０

０
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町
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０
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８
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４
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改
修
事
業
二
百
八
十
四
函
円
、

草
地
改
良
事
業
一
百
八
十
六
萬

円
、
林
道
開
発
、
農
道
改
良
有

線
放
送
、
中
小
企
業
金
融
対
錐

事
業
費
に
各
五
十
藻
円
と
な
っ

て
お
り
総
額
一
千
一
百
三
十
一

萬
三
千
三
百
十
円
で
す
。

◇
財
産
費
市
有
財
産
の
管

理
費
、
建
物
の
維
持
費
、
市
有

林
の
植
栽
な
ど
で
二
百
六
十
一

万
五
千
三
百
三
十
円
が
見
込
ま

れ
て
お
り
ま
す
。

◇
統
計
調
査
費
国
勢
調
査

や
各
稲
訓
査
に
要
す
る
経
徴
四

十
八
萬
八
千
九
百
八
十
円

◇
遥
挙
喪
今
年
は
海
区
漁

業
調
整
委
員
の
選
挙
だ
け
な
の

で
前
年
度
よ
り
大
幅
に
少
な
い

二
十
九
萬
八
千
二
百
五
十
円
で

す
。
◇
公
債
費
市
が
過
去
に
お

い
て
行
っ
た
、
色
左
な
事
業
の

費
用
の
一
部
に
あ
て
る
た
め
国

な
ど
か
ら
借
り
た
金
や
、
そ
れ

に
対
す
る
利
子
を
、
毎
年
一
定

の
割
合
で
返
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
予
算
と
し
て
本
年
度
は
一

千
一
百
三
十
一
萬
三
千
三
百
十

円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

納
税
蕊
勵
費

一
百
六
十
五
万
円

◇
諸
支
出
金
こ
の
う
ち
大

き
な
も
の
は
税
金
を
集
め
る
た

め
の
徴
用
二
百
四
十
四
蕊
五
千

八
百
円
、
国
保
特
別
会
計
へ
繰

出
す
二
百
萬
円
、
そ
の
他
を
加

え
ま
す
と
、
九
百
三
十
五
醜
八

千
二
百
五
十
円
に
な
り
ま
す
。

◇
予
備
費
三
十
萬
円

ト
ラ
ホ
ー
ム
、
結
膜
炎
、
白

癬
、
折
癬
及
び
膿
痴
疹
（
伝
染

性
の
皮
膚
疾
患
）
中
耳
炎
、
蓄

膿
症
及
ア
デ
ノ
イ
ド
、
む
し
歯

回
虫
病
等
は
所
謂
学
校
病
と
云

っ
て
、
小
学
生
や
中
学
生
に
多

い
病
気
で
、
特
に
伝
染
性
も
あ

り
ま
す
か
ら
、
発
育
盛
り
の
児

亜
が
集
団
生
活
を
行
な
っ
て
い

る
学
校
で
は
非
常
に
彩
響
の
多

い
も
の
で
す
。

之
等
に
つ
い
て
は
学
校
医
、

学
校
歯
科
医
、
保
健
主
事
や
養

護
教
諭
等
を
配
置
し
て
保
健
管

般

(才 Ｊ

会
出

計一

學
校
病
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

同 ｜ 李篭儲 ｜ 卑萱篭 ｜ 農
岐
減
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０
０
０
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７
０
７

６
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妙
４
口
⑪
１

７
，
７
Ｊ
，

２
８
０
１
８

翌

崎
郷
”
２

理
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

昭
和
三
十
四
年
度
の
学
校
病
催

患
者
数
は
小
中
学
校
児
童
生
徒

七
、
六
○
○
名
中
五
、
四
五
七

名
（
延
人
数
）
居
り
一
人
で
二

つ
も
三
つ
も
学
校
病
に
か
上
っ

て
い
る
人
も
い
る
わ
け
で
す
。

一
番
多
い
の
は
む
し
歯
で
、

三
、
八
九
四
橘
店
り
七
一
、
凹

兜
を
占
め
結
眼
炎
、
ト
ラ
ホ
ー

ム
の
眼
科
炊
忠
は
二
四
、
二
％

と
な
っ
て
居
り
ま
す
。

学
校
に
於
て
は
毎
年
定
期
健

康
診
断
を
実
施
し
、
学
校
病
そ

沙
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－
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夢
ｒ
Ｆ
Ｉ
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桿
悲
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保健衛生費
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９
７
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４
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一
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叩
一
皿

~IT|統計調 費
一
費

査
一

488,980 170,360 318,62()
の
他
保
健
上
必
要
事
項
を
父
兄

に
通
知
し
て
治
旅
す
る
よ
う
指

導
を
行
な
っ
て
居
り
ま
す
。

こ
の
学
校
瓶
の
沿
嫉
に
つ
い

て
、
そ
の
消
擁
喪
の
負
担
が
困

難
な
家
庭
に
対
し
て
は
、
そ
の

程
度
に
応
じ
、
医
療
費
の
補
助

を
行
っ
て
届
り
、
之
に
対
し
て

は
国
か
ら
も
補
助
金
が
交
付
さ

れ
て
居
り
ま
す
。

こ
の
治
雄
の
困
難
な
家
庭
に

対
し
て
は
学
校
の
申
諦
に
韮
き

教
育
委
員
会
が
医
旅
券
を
発
行

し
て
、
治
旅
費
の
全
韻
或
は
一

部
を
袖
肋
し
て
学
校
炳
を
な
く

す
る
よ
う
努
力
し
て
居
り
ま
す

か
ら
、
保
誰
者
の
方
々
は
児
童

生
徒
の
健
厳
に
は
常
に
注
意
さ

れ
て
、
健
全
な
婆
で
毎
日
元
気

に
壷
校
出
来
る
よ
う
、
必
掛
け

て
下
さ
い
。
（
教
育
委
員
会
）

－ ■－－－－
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轌
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月
二
十
二
日
ま
で
の
十
一
日
間

の
会
期
を
も
っ
て
開
催
さ
れ
た

は
じ
め
に
安
村
市
長
か
ら
昭
和

三
十
五
年
度
の
施
政
方
針
並
び

に
予
算
編
成
方
針
の
演
説
か
行

わ
れ
、
つ
壁
い
て
提
出
議
案
の

朗
読
説
明
が
あ
り
、
改
選
後
初

の
予
算
市
会
に
相
応
し
く
終
始

活
発
な
質
疑
討
論
が
か
わ
さ
れ

た
全
議
案
に
つ
い
て
慎
重
審
議

の
結
果
、
議
員
捉
案
の
日
米
新

安
全
保
障
条
約
国
会
承
認
に
反

対
す
る
決
議
に
つ
い
て
の
議
案

を
の
ぞ
い
て
岫
利
三
十
五
年
度

澗
萩
而
才
入
才
川
予
算
の
外
二

十
一
件
を
服
案
ど
お
り
可
決
決

定
し
た
。

本
会
拠
出
の
誰
案
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

議
案
才
六
号
昭
和
三
十
五
年

股
間
萩
巾
才
入
才
出
予
算
に

つ
い
て

議
案
オ
七
号
昭
和
三
十
五
年

度
高
萩
市
都
市
計
画
事
業
特

別
会
計
才
入
才
出
予
算
に
つ

い
て

議
案
才
八
号
昭
和
三
十
五
年

度
高
萩
巾
田
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
才
入
才
川
予
算

に
つ
い
て

…一
縞
霊

界
皷
型
蕊
識
瞬
撫
勝
謹
叶
謡

一
算
定
例
市
議
会
を
去
る
三
月
十
才
入
才
出
予
算
に
つ
い
て

二
日
市
議
会
議
場
に
招
集
、
三
（
以
上
別
棚
掲
載
）

月
二
十
二
日
ま
で
の
十
一
日
間
議
案
才
十
号
高
萩
市
転
員
定

の
会
期
を
も
っ
て
開
催
さ
れ
た
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

は
じ
め
に
安
村
市
長
か
ら
昭
和
て

三
十
五
年
度
の
施
政
方
針
並
び
本
件
高
萩
市
転
員
の
う
ち
教

に
予
算
編
成
方
針
の
演
説
か
行
育
委
員
会
に
属
す
る
学
校
そ
の

わ
れ
、
つ
壁
い
て
提
出
議
案
の
他
の
教
育
機
関
の
事
務
部
局
の

朗
読
説
明
が
あ
り
、
改
選
後
初
転
負
で
市
内
各
小
学
校
の
事
務

の
予
算
市
会
に
相
応
し
く
終
始
捕
、
給
食
婦
の
定
数
が
従
来
二

活
発
な
質
疑
討
論
が
か
わ
さ
れ
十
一
人
で
あ
っ
た
の
を
三
十
三

た
全
議
案
に
つ
い
て
慎
重
審
議
人
に
増
員
し
よ
う
と
す
る
も
の

の
結
果
、
議
員
捉
案
の
日
米
新
で
あ
る
。

安
全
保
障
条
約
国
会
承
認
に
反
議
案
才
十
一
号
高
萩
市
市
税

対
す
る
決
議
に
つ
い
て
の
議
案
条
例
の
一
部
を
改
正
に
つ
い

を
の
ぞ
い
て
岫
利
三
十
五
年
度
て

而
萩
而
才
入
才
川
予
算
の
外
二
本
件
は
昭
和
三
十
四
年
四
月

十
一
件
を
服
案
ど
お
り
可
決
決
の
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
市

定
し
た
。
税
条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う

本
会
拠
出
の
誰
案
の
内
容
は
と
す
る
も
の
で
主
と
し
て
徴
収

次
の
と
お
り
で
あ
る
。
手
続
に
関
す
る
事
項
等
に
つ
い

議
案
才
六
号
昭
和
三
十
五
年
て
従
来
は
地
方
団
体
の
権
限
と

股
間
萩
巾
才
入
才
出
予
算
に
し
て
地
税
法
に
規
定
さ
れ
て
い

つ
い
て
た
も
の
が
長
の
椎
限
と
さ
れ
た

識
案
オ
七
号
昭
和
三
十
五
年
た
め
そ
の
事
頂
に
つ
き
条
例
を

度
高
萩
市
都
市
計
画
事
業
特
改
正
し
規
則
で
定
め
る
こ
と
と

別
会
計
才
入
才
出
予
算
に
つ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他

い
て
公
示
送
達
は
市
の
公
告
式
条
例

議
案
才
八
号
昭
和
三
十
五
年
に
よ
る
と
明
ら
か
に
規
定
し
更

度
高
萩
巾
田
民
健
康
保
険
事
に
納
税
証
明
替
の
交
付
手
数
も

業
特
別
会
計
才
入
才
川
予
算
市
の
手
数
料
条
例
に
よ
る
と
そ

に
つ
い
て
れ
入
、
明
ら
か
に
規
定
し
た
も

の
で
あ
る
。

本
条
例
は
三
十
五
年
一
月
一

日
か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

議
案
才
十
二
号
商
萩
巾
時
別

暇
の
転
貝
で
非
術
勤
の
も
の

の
報
州
及
び
微
川
弁
倣
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

本
件
は
社
会
教
育
委
員
及
び

公
民
館
運
営
群
議
委
員
の
報
酬

の
蛸
額
案
で
従
来
各
七
五
○
円

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
そ
の
業
務

の
多
少
を
考
慮
し
前
者
を
一
、

五
○
○
円
後
者
を
一
、
○
○
○

円
に
そ
れ
人
、
増
額
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

議
案
才
十
三
号
固
定
資
産
税

免
税
の
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

本
件
は
高
滅
パ
ル
プ
エ
場
の

矛
二
期
の
下
期
工
事
及
び
才
三

期
工
事
の
蛸
設
分
に
つ
い
て
当

該
工
場
か
ら
の
免
税
巾
浦
に
も

と
ず
き
工
場
誘
致
条
例
才
七
条

の
規
定
に
よ
り
免
税
措
世
を
行

う
た
め
議
会
の
側
意
を
得
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

議
案
才
十
門
号
中
学
校
新
築

事
業
徴
起
値
に
つ
い
て

本
件
は
秋
山
地
区
へ
二
年
継

続
で
雌
築
予
定
の
統
合
中
学
校

の
資
金
の
一
部
と
し
て
一
千
五

百
混
門
以
内
を
起
債
す
る
た
め

の
事
件
議
決
事
項
で
あ
る

議
案
才
十
五
号
市
営
住
宅
建

設
事
業
強
紀
一
償
に
つ
い
て

本
件
は
市
営
住
宅
三
↑
戸
姓

設
予
定
の
礎
金
と
し
て
五
百
蔑

円
以
内
‘
を
旭
値
し
よ
う
と
す
る

た
め
の
事
件
議
決
事
項
で
あ
る

議
案
矛
十
六
号
新
設
中
学
校

建
設
に
つ
い
て

議
案
オ
十
七
号
市
営
住
宅
延

設
に
つ
い
て

右
は
い
づ
れ
も
本
年
度
分
の

建
設
に
係
る
も
の
で
あ
っ
て

新
設
中
学
校
は

一
、
位
置
高
萩
市
大
字
商

萩
字
南
原

二
、
椛
造
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
三
階
建

三
、
述
坪
四
七
一
、
五
九

坪

市
営
住
宅
は

矛
二
種
簡
易
耐
火
構
造
平
家

連
三
○
戸

一
戸
当
り
八
、
五
坪
延
坪
二

五
五
坪
を
そ
れ
人
、
建
設
し

よ
う
と
す
る
た
め
の
事
件
議

決
事
項
で
あ
る

識
案
才
十
八
号
予
算
外
義
務

負
担
に
つ
い
て

本
件
は
茨
城
照
中
小
企
業
勤

労
細
祉
施
設
賃
金
碇
付
規
程
に

よ
り
中
小
企
業
者
が
相
祉
施
設

を
す
る
場
合
に
限
り
一
件
に
つ

き
二
十
蕊
Ｈ
を
限
度
と
し
て
市

が
県
か
ら
借
り
入
れ
転
貸
を
す

る
た
め
の
予
算
外
義
務
負
担
に

係
る
議
案
で
あ
る
。

議
案
汁
十
九
号
一
時
借
入
金

議
決
に
つ
い
て

議
案
才
二
十
号
一
時
借
入
金

議
決
に
つ
い
て

前
件
は
一
般
会
計
に
係
る
一

時
借
入
れ
と
し
て
参
千
萬
円
以

内
後
件
は
国
民
健
康
保
健
事
業

特
別
会
計
に
係
る
一
時
借
入
と

し
て
参
百
斑
門
以
内
を
そ
れ
ぞ

れ
昭
和
三
十
五
年
度
予
算
内
支

川
の
た
め
僻
入
れ
を
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

議
案
オ
ニ
十
一
号
、
動
車
附

入
に
つ
い
て

本
件
は
庁
川
乗
川
車
並
び
に

消
防
Ｈ
勤
車
各
壱
軸
を
鮴
入
す

る
た
め
の
事
件
識
決
事
項
で
あ

る
。

議
案
才
二
十
二
号
国
有
地
借

地
に
つ
い
て

本
件
は
市
営
小
公
園
数
と
し

て
大
字
大
能
宇
土
獄
一
二
四
林

班
の
国
有
地
一
六
、
○
○
○
平

方
米
を
向
う
五
ヶ
年
間
雌
償
を

も
っ
て
惜
川
す
る
た
め
の
議
決

事
項
で
あ
る
。

議
案
オ
ニ
十
三
号
昭
和
三
十

四
年
度
商
秩
市
才
入
才
川
追

加
更
正
予
算
に
つ
い
て

（
別
仙
仙
戦
）

議
案
才
二
十
川
号
市
有
地
処

分
に
つ
い
て

本
件
は
昭
和
三
十
四
年
度
内

予
算
に
充
当
の
た
め
有
明
町
一

丁
目
一
、
九
七
七
の
一
の
う
ち

八
四
○
坪
の
市
有
山
林
を
売
却

す
る
た
め
の
処
分
議
決
事
項
で

あ
る
。

議
案
・
オ
ニ
十
五
号
横
川
市
有

林
立
木
売
買
契
締
約
結
に
つ

本
件
は
本
耐
大
字
横
川
ユ
ナ

ヵ
フ
ス
市
有
林
立
木
の
一
部
杉

棺
雑
木
あ
わ
せ
て
二
八
、
一
二

一
石
を
競
争
入
札
を
も
っ
て
十

二
者
に
対
し
三
千
七
百
八
十
五

蕊
九
千
四
百
八
十
円
で
処
分
を

行
っ
た
そ
の
充
側
契
約
締
紡
に

側
す
る
議
決
琳
坂
で
あ
る
。

議
案
矛
二
十
六
号
日
米
新
安

全
保
障
条
約
国
会
承
認
に
反

対
す
る
決
議
に
つ
い
て

本
件
は
大
久
保
清
議
員
ほ
か

四
名
の
提
案
に
か
ふ
る
も
の
で

無
記
名
投
票
に
よ
る
採
決
に
よ

り
反
対
多
数
を
も
っ
て
否
決
さ

れ
た
。

議
案
オ
ニ
十
七
号
予
算
外
義

務
負
担
に
つ
い
て

本
件
は
茨
城
県
興
農
資
金
融

資
要
綱
に
基
き
県
北
地
帯
和
牛

導
入
資
金
と
し
て
市
が
県
か
ら

七
百
五
十
蕗
を
俗
り
て
転
俄
を

し
よ
う
と
す
る
た
め
の
予
算
外

義
務
負
担
に
係
る
議
決
率
狽
で

あ
る
。

議
案
・
オ
ニ
十
八
号
市
布
地
の

売
買
契
約
締
結
に
つ
い
て

本
件
は
既
に
入
札
処
分
を
行

っ
た
有
川
町
二
丁
目
九
五
番
の

う
ち
の
三
六
三
、
○
八
坪
肥
前

山
一
丁
目
一
一
二
番
の
う
ち
の

六
二
○
、
九
八
坪
及
有
明
町
一

丁
目
一
四
二
番
の
》
う
ち
の
↑
、

○
九
六
、
六
五
合
計
二
、
○
八

○
、
七
一
坪
の
二
四
筆
を
九
百

七
蕊
九
千
八
百
七
十
円
で
そ
れ

↓
、
売
買
契
約
の
締
結
を
し
た

事
件
議
決
事
項
で
あ
る
。

－242－



(5） 市報 た は きか 昭和35年4月5日発行

昨
年
中
、
商
萩
警
察
署
管
内

に
お
け
る
学
童
幼
児
の
交
通
事

故
に
よ
る
被
害
は
、

発
生
二
十
五
件

死
者
三
人

傷
者
二
十
二
人

で
全
体
の
約
三
十
・
〈
１
セ
ン
ト

に
述
し
て
お
り
ま
す
。

可
愛
い
い
子
供
さ
ん
を
交
通
事

故
か
ら
守
る
た
め
に
次
の
こ
と

が
ら
に
ご
協
力
下
さ
い
。

○
学
校
の
行
き
も
帰
り
も
右
側

を
歩
く
よ
う
に
い
た
し
、
ま
し

十
手
》
ｈ
ノ
○

○
で
き
る
だ
け
自
動
車
の
通
ら

な
い
道
路
を
歩
か
せ
ま
し
よ

》
グ
【
ｊ
／
Ｏ

○
近
所
の
上
級
生
と
一
緒
に
通

学
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
道
路
の
横
断
は
右
、
左
の
安

全
を
碓
め
て
か
ら
急
い
で
通

る
よ
う
に
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
自
動
車
の
す
ぐ
前
や
、
通
っ

た
あ
と
の
横
断
は
い
ち
ば
ん

◎
お
知
ら
せ

県
営
住
宅
の
入
居
申
込
を
左
記
に
よ
り
受
付
い
た
し
ま
す
。

記

一
、
期
日
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
’
十
二
日
ま
一

二
、
受
付
場
所
・
高
萩
市
役
所
建
設
課

申
込
用
紙
は
建
設
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

新
入
學
児
童
を

お
そ
ろ
し
い
交
通
事
故

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

四
月
七
日
は
、
国
際
連
合
世

界
保
健
機
関
が
創
設
さ
れ
た
日

で
、
世
界
保
健
デ
ー
と
し
て
、

ど
こ
の
国
で
も
い
ろ
い
ろ
の
保

健
術
生
に
関
す
る
行
事
が
毎
年

開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
と

く
に
今
年
は
「
キ
レ
イ
な
環

境
」
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
、
世

界
各
国
こ
ぞ
っ
て
環
境
衛
生
の

向
上
に
つ
と
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

↓
ま
た
、
例
年
の
と
お
り
全
国

環
境
衛
生
運
動
も
今
月
一
ぱ
い

春
の
大
掃
除
を
中
必
に
環
境
衛

生
の
実
践
運
励
が
大
が
か
り
に

危
険
で
す
か
ら
気
を
つ
け
る

よ
う
お
は
な
し
下
さ
い
。

○
道
路
で
遊
ん
だ
り
、
横
に
列

ん
で
歩
か
せ
な
い
よ
う
に
さ

’
き
れ
い
な
環
境
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

上

。

～一

せ
ま
し
よ
う
喧

○
蹄
切
や
十
字
路
の
危
険
に
つ

い
て
教
え
て
下
さ
い
。

○
帆
、
家
を
川
る
と
き
必
ず
自

動
車
に
気
を
つ
け
る
よ
う
注

意
の
言
葉
を
あ
た
え
ま
し
ょ

う
○

○
一
日
一
回
食
事
、
就
寝
前
な

ど
の
時
間
を
利
用
し
交
通
の

論
は
な
し
を
し
て
下
さ
い
。

（
高
萩
警
察
署
）

昭
和
三
十
五
年
度
に
お
い
て

和
牛
導
入
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
将
来
の
家
畜
川
と
し
て
は

牛
の
方
が
良
く
、
肉
と
し
て
の

需
要
が
多
く
、
現
在
の
生
産
で

は
消
蛮
に
問
に
合
い
ま
せ
ん
。

肉
と
し
て
は
黒
牛
が
理
想
で
す

只
今
多
賀
畜
産
農
協
で
は
希

望
者
を
ま
と
め
て
お
り
ま
す
か

ら
必
要
の
方
は
申
込
下
さ
い
。

展
開
さ
れ
ま
す
。

今
年
こ
そ
、
蚊
や
ハ
コ
の
い

な
い
き
れ
い
な
郷
土
建
設
を
お

し
ひ
ろ
げ
た
い
も
の
で
す
。

今
月
は
、
こ
の
よ
う
に
環
境

衛
生
の
活
動
の
出
発
の
月
と
し

て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
、
翠

な
さ
ま
の
町
内
や
部
落
が
、
心

を
合
わ
せ
力
を
集
め
て
実
行
し

和
牛
を
飼
い
ま
し
ょ
う

｜
’

他
の
市
町
村
で
は
高
萩
で
本

年
和
牛
導
入
が
出
米
る
こ
と
を

羨
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

資
金
と
し
て
は
県
に
於
て
一

頭
三
萬
円
ま
で
従
付
け
て
く
れ

ま
す
。
自
分
で
一
蔑
円
あ
れ
ば

良
い
黒
牛
が
手
に
入
り
ま
す
。

導
入
先
は
岡
山
県
を
予
定
し

て
い
ま
す
が
黒
牛
で
は
全
国
で

最
も
血
統
の
良
い
地
方
と
い
わ

ま
し
よ
う
ｃ

一
、
大
掃
除
は
一
人
も
れ
な
く

き
れ
い
な
喋
境
を
つ
く
る
た

め
に
も
、
椛
胴
肌
け
と
と
も

に
発
生
す
る
油
気
や
、
蚊
、

ハ
エ
の
性
延
に
伽
え
る
た
め

に
も
、
券
の
大
州
除
は
一
人

も
れ
な
く
実
施
し
ま
し
ょ
う

当
日
は
、
天
気
の
よ
い
日
を

選
び
、
地
区
全
体
が
一
斉
に
終

日
ゆ
っ
く
り
大
掃
除
が
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
環
境
の
診
断

キ
レ
イ
な
珠
境
を
つ
く
る
た

め
に
は
、
地
区
全
体
の
珠
境

状
態
を
洲
査
し
て
蚊
や
ハ
エ

の
発
堆
場
所
を
つ
ぶ
さ
に
診

断
し
た
う
え
に
、
む
だ
の
な

い
作
業
計
凹
を
た
て
る
こ
が

大
切
な
こ
と
で
す
。

各
家
庭
の
ご
象
捨
て
場
な
ど

も
二
つ
あ
る
も
の
は
、
一
つ
に

整
理
し
、
蝦
少
限
に
制
限
し
ま

た
ご
桑
捨
て
場
と
し
て
、
衛
生

的
な
も
の
に
す
る
よ
う
に
改
善

れ
て
お
り
ま
す
。

導
入
に
つ
い
て
は
県
の
奇
産

課
が
購
入
県
と
充
分
話
合
い
良

い
牛
が
出
来
る
限
り
安
く
入
る

よ
う
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
商

岡
地
域
に
は
共
川
で
ト
ラ
ッ
ク

に
よ
り
庭
先
ま
で
御
脳
け
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

価
格
は
月
に
よ
っ
て
連
う
よ

う
で
す
が
三
蕊
五
千
円
か
ら
四

菖
円
程
度
で
六
ヶ
月
飼
育
し
た

仔
牛
が
入
り
ま
す
。

馬
市
で
関
東
に
知
ら
れ
た
高

し
ま
し
ょ
う
。

三
、
蚊
と
〈
エ
駆
除
を
本
格
的

に四
月
に
な
る
と
仙
洲
の
刑
凹

や
ご
桑
知
の
下
で
越
冬
し
た
ハ

コ
の
サ
ナ
ギ
は
羽
化
し
、
蚊
や

〈
千
一
の
成
虫
も
冬
ご
も
、
の
場

所
か
ら
飛
出
し
て
、
繁
殖
を
始

め
ま
す
。
こ
と
に
蚊
は
、
産
卵

を
は
じ
め
水
た
ま
り
に
は
ボ
ー

萩
を
今
度
は
牛
市
で
挙
げ
ま
し

ょ
う
。
申
込
黙
頭
数
に
は
制
限

が
あ
り
ま
す
が
三
百
頭
は
大
丈

夫
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
は
飼
育
、
符
理
保
健
に
関

す
る
専
川
指
導
典
が
尚
萩
家
畜

保
健
所
に
駐
在
し
て
映
画
や
文

書
を
も
っ
て
巡
凹
指
導
に
当
り

ま
す
。
黒
牛
導
入
絶
好
の
機
で
す
。

各
戸
に
一
頭
の
黒
牛
飼
育
を
計

画
し
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

フ
ラ
が
い
ま
す
か
ら
、
本
格
的

に
駆
除
を
聞
始
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

地
区
全
体
で
肌
や
ハ
エ
の
幼

虫
の
ひ
そ
ん
で
い
る
便
所
、
ご

み
菜
秋
場
所
、
下
水
満
、
ど
ぶ

柵
、
川
水
な
ど
を
柿
除
し
、
蚊

や
ハ
ィ
ー
の
い
な
い
き
れ
い
な
環

境
で
幕
し
ま
し
ょ
う
。

一一杢一ゾゴヨ一

☆力･ハエの撲滅(?“学割巡鼎）
「それ〉 、 ！ “し悪し’ 、さんやつつﾙﾄろ」
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去
る
三
月
二
十
六
日
午
前
九

時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で

の
七
時
間
に
亘
り
、
市
教
育
委

員
会
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
、

市
連
合
青
年
会
及
び
市
婦
人
団

体
連
絡
協
議
会
の
共
催
で
、
公

民
館
長
、
婦
人
会
員
及
び
青
年

会
員
等
約
五
十
人
の
参
集
の
も

と
に
「
民
主
主
義
と
新
し
い
生

活
の
仕
方
を
理
解
す
る
」
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
「
よ
り
幸
せ

な
生
沼
を
き
ず
く
に
は
」
と
い

う
主
題
の
も
と
に
、
家
庭
内
及

び
部
落
社
会
内
に
お
け
る
人
間

関
係
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
譜

父
親
と
婦
人
と

青
年
の
話
し
あ

燕

師
に
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
の

栃
木
正
雄
氏
を
招
い
て
「
話
し

あ
い
」
を
行
っ
た
。

な
お
、
話
し
あ
い
は
市
選
挙

管
理
委
員
の
神
提
吉
衛
氏
か
ら

去
る
二
月
二
十
五
Ｈ
か
ら
約
十

九
日
間
各
公
民
館
で
開
催
し
た

「
映
画
と
」
「
訴
し
あ
い
」
の

会
の
経
過
と
諸
見
の
発
表
が
あ

り
次
に
子
の
立
場
か
ら
青
年
会

の
大
都
直
教
及
び
和
Ⅲ
喜
代
子

母
の
立
場
か
ら
婦
人
会
の
野
村

は
な
及
び
関
根
美
代
子
、
父
親

の
立
場
か
ら
公
民
飢
長
の
大
高

新
一
郎
の
各
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
所

い

会場古 しあ ’

本
年
四
月
新
た
に
小
学
校
に

入
学
す
る
人
は
昭
利
二
十
八
年

四
月
二
日
よ
り
二
十
九
年
四
月

一
側
ま
で
に
生
れ
た
人
で
す
。

本
年
度
高
萩
巾
で
入
学
児
童

に
つ
い
て
は
一
月
中
に
夫
々
の

小
学
校
に
於
て
健
康
診
断
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は

教
育
委
員
会
よ
り
保
謹
者
に
御

知
ら
せ
し
て
あ
り
ま
す
。
之
は

就
学
前
に
児
童
の
必
身
の
発
育

状
況
疾
病
等
を
診
断
し
て
枕
学

ま
で
に
治
す
べ
き
炳
気
は
治
し

保
健
上
適
正
な
就
学
浄
図
る
た

め
で
あ
り
、
保
誰
者
の
方
も
子

…。
’
、
ｆ
、
〃
、
期
ｆ
ｂ
３
，
Ｋ
、
ｌ
Ｊ
ｈ
ク
ー
タ
ミ
ノ
、
ノ
、
Ｊ
１
く
隅
ど
も
ダ
、
ゲ
、
で
卵
く
夕
§
ｒ
、
ぐ
、
〆
、
く
Ｊ
、
夕
、
，
’
１
ｔ
じ
ぐ
’
ず
脚
く
ぅ
く
Ｐ
ｆ
乃
プ
、
，
く
１
〃
Ｅ
“
く
り
唖
１
ｒ
刀
グ
リ
‐
刃
Ｋ
Ｊ
Ｒ
Ｊ
Ｌ
″
別
ｒ
１
Ｆ
ｊ
Ｆ
『

感
を
発
表
し
、
そ
れ
を
素
材
と
と
り
最
後
に
栃
木
先
生
の
誰
評

し
て
二
つ
の
分
散
会
に
わ
か
れ
を
う
け
て
終
会
し
た
。

話
し
あ
い
の
内
容
に
つ
い
て

て
話
し
あ
い
を
し
、
続
い
て
二
は
、
紙
面
の
都
合
上
後
日
印
刷

つ
の
分
散
会
の
か
ら
の
意
見
を
し
て
各
団
体
に
配
布
す
る
予
定

も
ち
よ
り
全
体
討
議
の
方
法
を
で
お
り
ま
す
。

でにで昭 (1)統方打
|司本引和ら、をは反
'二|拠統二れ引と至ら
以をき十る場つ急れ
亮レュー ロ 戸戸 ' 吟－－8－ T二

引
揚
者
給
付
金
の

時
効
が
迫
り
ま
し
た

引
揚
者
の
象
な
さ
ん
②
、
遺
族
給
付
金
を
受
け
ら

も
う
請
求
は
す
み
ま
し
た
か
れ
る
人
は

外
地
か
ら
の
引
揚
者
に
支
給
㈹
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五

し
て
い
る
引
揚
者
給
付
金
の
日
外
地
に
あ
っ
た
も
の
で

受
付
期
限
は
五
月
十
六
日
で
外
地
に
あ
る
間
に
死
亡
し

打
切
ら
れ
ま
す
。
未
請
求
の
た
も
の
の
遺
族

方
は
至
急
市
役
所
で
請
求
手
。
、
引
揚
者
に
該
当
す
る
に

統
を
と
っ
て
下
さ
い
。
至
っ
た
後
内
地
で
死
亡
し

①
、
引
揚
者
給
付
金
を
受
け
死
亡
当
時
二
十
五
才
以
上

ら
れ
る
人
は
で
あ
っ
た
も
の
の
遺
族

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
ま
請
求
し
な
い
と
せ
っ
か
く

で
引
統
き
」
ハ
カ
月
以
上
外
地
の
権
利
を
自
ら
放
乗
す
る

に
本
拠
を
有
し
て
い
た
も
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
同
日
以
後
引
誉
傷
げ
た
者

入
學
児
童
の

父
兄
の
方
々
に

P

供
が
健
康
な
婆
で
入
学
出
米
る

よ
う
、
児
童
の
幸
柵
の
た
め
に

心
掛
け
て
下
さ
い
。

又
学
校
を
通
じ
て
新
入
学
児

童
の
父
兄
懇
談
会
を
開
き
、
入

学
に
つ
い
て
必
要
な
準
備
や
注

意
に
つ
い
て
色
有
お
話
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
懇
談
会
に
出
席
し

て
、
子
供
の
入
学
に
十
分
の
御

用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
の
入
学
は
男
四
二
三
名

女
四
○
三
名
計
八
二
六
名
で
昨

年
の
八
九
二
名
に
較
べ
る
と
六

六
名
少
く
な
っ
て
居
り
ま
す
。

毎
年
入
学
期
に
な
る
と
、
通

一

を
受
け
ら

八
月
十
五

た
も
の
で

に
死
亡
し

当
す
る
に

で
死
亡
し
《

五
才
以
上
缶

の
遺
族
－

せ
っ
か
く
一

放
乗
す
る
”

す
。
》
》凸〉

▽
Ｐ
§
〃
も
ダ
、
Ｊ
Ｋ
げ
に
〃
別
ｒ
Ｉ
Ｆ
Ｊ
Ｆ
『

先
生
の
誰
評

口
知
が
来
な
い
と
云
っ
て
教
育
委

員
会
に
来
る
人
が
多
い
の
で
す

が
、
こ
の
入
学
予
定
者
の
調
査

は
住
民
登
録
を
も
と
に
し
て
行

っ
て
居
り
ま
す
の
で
、
住
民
迩

録
が
し
て
な
い
と
通
知
が
い
か

な
い
わ
け
で
す
。
又
市
内
の
う

ち
で
も
岻
居
し
た
場
合
、
そ
の

転
居
届
を
行
っ
て
い
な
い
と
前

の
住
所
に
通
知
が
行
っ
て
し
ま

う
の
で
通
知
も
れ
と
な
る
場
合

が
あ
る
わ
け
で
す
。

こ
の
住
民
登
録
は
現
在
の
処

そ
の
耐
要
件
が
徹
底
し
て
い
な

く
て
市
内
に
居
住
し
て
い
て
も

住
民
盗
録
を
行
な
わ
な
い
人
が

い
る
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な

人
は
早
速
住
民
登
録
を
行
う
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

住
民
登
録
は
市
役
所
市
民
課

の
住
民
薙
録
係
で
行
っ
て
い
ま

す
か
ら
印
鑑
持
参
し
て
登
録
し

て
下
さ
い
。
（
教
育
委
員
会
）

尚
入
学
に
つ
い
て
不
明
の
点
は

救
育
委
員
会
に
お
川
い
合
せ
下

蚕
、
ご
い
○

入
学
式
は
左
記
の
通
り
で
す
。

幼
枇
幽
四
月
六
日
午
前
十
時

商
萩
小
四
月
七
日
午
前
十
時

秋
山
小
四
月
七
日
午
前
九
時

松
岡
小
四
月
七
日
午
前
九
時

東
小
四
月
七
日
午
前
十
時

上
君
川
小
四
月
六
口
午
前
十
時

下
君
Ⅲ
小
四
月
八
日
午
前
十
時

枇
川
小
四
月
六
日
午
前
十
時

高
萩
中
四
月
七
日
午
前
九
時

松
岡
中
四
月
八
日
午
前
十
時

君
Ⅲ
中
四
月
七
日
午
前
十
時

新
設
中 ！

大宮町、水戸市、土浦市

下館市、古河市

日立市、

試験場
潮来町、

I
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